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人口の動き

1 0月1日現在 前月比

人口計 66，580 +185 
男 32，062+ 77 

女 34，518 +108 
世帯数 19，476 +275 
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(写真中央)

準ミスに松谷さん、千葉さん
(左) (右)

'81ミス大村の選彰式が11月2目、市民会館で行われ

ミス大村に松本茂美さん(玖島郷 ・20歳)準 ミスiζ松谷

津由子さん(東大村1丁目・ 23歳〉千葉pi美さん(赤佐

古町・ 18歳)が選ばれました。

写真は11月3日に行われた大村まつりで披露された

3人のお嬢さんで‘す。沿道のたくさんの市民から祝福

を受けていました。
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教
育
功
労
昔

j

を
表
彰

下
久
原
公
民
館
ほ
か

団
体

3

十
一
月
二
日
、
市
役
所
第
一
会

議
室
で
本
市
の
教
育
、
文
化
の
振

興
に
寄
与
さ
れ
た
人
と
団
体
、
ま

た
、
多
額
の
浄
財
の
寄
贈
並
び
に

教
育
に
専
念
さ
れ
た
人
な
ど
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
人
及

び
団
体
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
受
賞
者

J

敬
称
略

下
久
原
公
民
館
、
高
浜
圭
甫
、

長
崎
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
、
久

田
松
四
郎
衛
、
大
村
中
央
ラ
イ
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個
人
加
入

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
長
崎
県
建
設

業
協
会
大
村
支
部

マ
教
職
永
年

永
野
重
吉
、

徳
永
誠
、
浦
口
太

洋
、
森
照
利
、
藤
原
正
彦
、
後

藤
寿
恵
子
、
家
田
修
、
田
中
芳

雄
、
山
口
則
大
、
山
下
春
雄
、

田
中
隆
夫
、
小
林
費
、
三
井
一

義
、
和
田
誠
、
坂
田
久
子
、
牛

嶋
知
孝
、
北
川
操
、
林
田
和
子

。

O 

O 

/一戦没者・戦傷病者などの一六

¥一一一国庫債券を買上げますーノ

戦
没
者
の
妻
で

第
四
回
特
別
給
付

金、

戦
没
者
の
父

母
で
第
七
回
特
別

給
付
金
、
戦
傷
病

者
の
妻
で
第
六
回

.
第
八
回
特
別
給

付
金
の
国
庫
債
券

を
持
っ
て
い
る
人

を
対
象
に
買
上
げ

償
還
の
申
込
み
を

受
付
け
ま
す
。

条
件
生
活
に
困

っ
て
い
る
人

(
福
祉
課
)

ム
面
白
が
防
火
点
7
ー
で
i

す
の

家

《

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

ネ

こ
れ
か
ら
は
寒
さ
も
一

段
と
強

ま
り
、

暖
房
器
具
な
ど
火
気
を
使

う
機
会
が
多
く
な
り
、
例
年
火
災

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

各
家
庭
や
職
場
で
は
、
火
の
取

扱
い
に
十
分
注
意
し
て
尊
い
生
命

や
貴
重
な
財
産
を
火
災
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う
。
な
お
、

次
の
こ
と
を

運
動
の
重
点
と
し
て
推
進
し
ま
す

〔
実
施
事
項
・
要
領
〕

り

@
身
体
不
自
由
者
な
ど
を
対
象
と

し
て
焼
死
防
止
対
策
の
撤
底

。
国
際
障
害
者
年
に
ち
な
ん
で
寝

た
き
り
老
人
、
身
体
不
自
由
な

人
が
い
る
家
庭
で
は
、
火
の
元

の
点
検
を
行
い
防
火
の
安
全
を

確
保
し
、
火
災
の
場
合
の
避
難

の
方
法
や
寝
た
ば
こ
に
注
意
し

ま
し
子
つ
。

おおむ市政だより

@
家
庭
に
お
け
る
防
火
対
策
の
推

進
、
火
の
元
の
自
主
点
検

。
家
庭
で
使
用
さ
れ
て
い
る
暖
房

器
具
、
ガ
ス
器
具
、

電
気
器
具

(3) 

の
点
検
を
実
施
し
て
、
故
障
や

不
良
カ
所
の
発
見
に
つ
と
め
安

全
を
確
め
ま
し
ょ
う
。

。
密
集
地
の
一
般
家
庭
を
訪
問
し

火
の
元
の
点
検
を
行
い
ま
す
。

@
テ
レ
ホ
ン
パ

ト
ロ
ー
ル
の
実
施

。
お
や
す
み
前
の
ご
家
庭
、
閉
居

前
の
事
業
所
な
ど
を
対
象
に
無

作
為
に
抽
出
し
電
話
に
よ
る
火

の
元
の
点
検
を
呼
び
か
け
ま
す

@
ガ
ス
漏
れ
火
災
発
生
防
止
対
策

の
推
進
、
ガ
ス
漏
れ
警
報
器
の

設
置

。
ガ
ス
漏
れ
は
多
く
の
場
合
人
身

事
故
を
伴
な
い
ま
す
。

事
故
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
ガ
ス
漏

れ
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

@
旅
館
、
ホ
テ
ル
、
病
院
、
百
貨

底
、
マ

l
ケ
ヅ
ト
な
ど
に
お
け

る
防
火
管
理
の
強
化
と
訓
練
の

実
施

。
旅
館
、
ホ
テ
ル
、
病
院
、
百
貨

屈
な
ど
の
関
係
者
、
防
火
管
理

者
は
、
消
防
計
画
に
基
づ
く
避

i
也今』

難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

@
地
域
ぐ
る
み
の
防
火
協
力
対
策

町
内
会
、

婦
人
会
な
ど
で
防
火

座
談
会、

映
写
会
、
消
火
実
験

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

@
屋
外
の
防
火
対
策

た
き
火
、
ご
み
焼
却
の
際
は、

消
火
準
備
を
し
て
行
い
ま
し
ょ

う。

タ
バ

コ
の
投
げ
捨
て、

子

供
の
火
遊
び
に
は
特
に
注
意
し

寺
?
し
ょ
，
っ
。

〔
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
〕

。
期
間
中
、

毎
日
午
後
八
時
を
消

防
の
時
間
と
定
め
、
サ
イ
レ
ン

を
一
分
間
吹
鳴
し
ま
す
の
で
、

火
の
元
の
点
検
を
行
い
ま
し
ょ

・つ。
。
二
十
六
日
の
午
前
八
時
に
消
防

演
集
召
集
サ
イ
レ
ン
〈
十
五
秒

吹
鳴

t
六
秒
休
止

t
十
五
秒
吹

鳴
)
を
吹
鳴
し
ま
す
。

大

村

消

防

署

雷
②

l
四
一
三
八

a漕手各11今り

民

踊

道

行

荒平・水計浮立

ス
カ
イ
ダ
イ
ビ
ン
グ

カーニパル
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注
射
と
検
診

-3歳
児
健
康
診
査

対
象
昭
和
五
十
二
一
年
五
月
生
ま

れ
の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、
昭

和
五
十
二
年
十
一
月

t
五
十
三

年
四
月
生
ま
れ
で
、
ま
だ
健
康

診
査
を
受
け
て
い
な
い
幼
児
も

受
診
し
て
下
さ
い
。

日
時
十
一
月
二
十
六
日
、
午
前

九
時
三
十
分

I
十
時
、
午
後
一

時

1
一
時
三
十
分
(
受
付
)

場

所

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い。

(
生
活
環
境
課
)

-
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

一
般
健
康
相
談
は
、
血
圧
が
気

に
な
る
人
な
ど
健
康
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
妊

婦
教
室
に
は
病
院
に
受
診
し
て
い

1 i診療科 i病院 |問|電話
内 科陰「口 内科本西大村町 2-2339 

外 科松尾外科東本町2-3331

円 科「 什丁目 2-2蜘
13 

耳・鼻・咽喉科 江 田医院武部郷2-3329

2-2056 
20 

牟田整形外 古2丁町目整形外科 2-4501 

内吋本医1大畑町
5-8355 

外・皮膚科 島外 西三城町2-3875 

12月の日曜当番医

※ 

下
水
道

住
み
よ
い
附
の

渇いる
所 。 方

も
お
気
軽
に
お
出
か
け
下
さ

市
役
所
健
康
相
談
室

(
生
活
環
境
課
〉

手呈

日 内 ~ ヨ・
9:00......11:00 13:00 ...... 16:00 

2 乳幼児相談 妊婦教室(第1回)

7 妊婦相談 一般健 康 相談

9 戸-戸--ー一一ー 妊婦教室(第2回)

16 乳幼児相談 妊婦教室(第3回)

23 ------妊婦教室(第4回)

日談相康健の月1 2 

午前 9時~午後 6時

-
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
(
市
外
へ
の

通
学
生
)

診療時間

市
内
の
保
育
園
児
(
三
歳
以
上
)

か
ら
高
校
生
ま
で
の
集
団
生
活
を

営
む
児
童

・
生
徒
に
対
し
て
は
、

そ
の
保
育
園
、
学
校
で
予
防
接
種

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
甫
外

へ
の
通
学
生
で
他
市
町
の
学
校
で

接
種
で
き
な
い
生
徒
に
対
し
て
は

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

日
時

V
一
回
目
H
十
二
月
一
日

基
礎
づ
く
り

V
二
回
目
H
八
日
※
時
間
は

い
ず
れ
も
午
後
二
時

1
三
時
ま

で
場
所

料
金

福
祉
セ
ン
タ
ー

無
料

(
生
活
環
境
課
)

-
妊
婦
と
説
幼
児
の

健

康

相

談

赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
、
栄
養
、
し

つ
け
の
面
で
、
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度

は
お
で
か
け
下
さ
い
。

(生
活
環
境
課
)

12月の妊婦と乳幼児の健康相談日程

日 | 時間 | 場所 | 対象 l
1 I ル川|竺村保健所 |生後4カ月までの乳児 [

13:30......15:00 1松 原出張所 妊婦と乳幼児 | 

8 I ゆ川 |大村保健所 l生後ト 7;/J}l"，"t'O)~児 |
13:30-15:00 I鈴田出張所妊婦と乳幼児 1 

1419:30~11:00|竹松出張 所 !乳幼児 | 
113: 00--15: 00 1 1  ~ JYJ 7G  

115 I 9:30--10:00 I大村保健所 |生後8カ月以上の乳児 |

テレビ・てれぴ・ TV ・テレビ・てれ0'.・ TV 

有権者 明るらが放映さ 月ま理化を とし す園テに険、接に

で て 選挙 運 長聴さF レピつい E年金 里L 私2 き
の選挙い の間、テl 政治、 挙d 十て一 て よ

政治立喜;易 lζ れすま テ マと ・常の時草主 選 啓 /t¥J 番担放映さ凶 月ま ぃ 会答話由+ あ う

心 レ し 選卓 い 国民健保討るを
が頃か日ビて卜 の択発 。 で すの

け 番組二倫のー環の れま間の年金 密にの健日

o 肱送局 タ年康

十五分回2 土曜 すあイト 笠. 

平前十時帯間 いか り く〉 年(保陣課金 午前七三時由 時帯間K・年金白 JきうよL 選択 。
ー のも‘つ、

十時I NBC おしり ぜひど ) 十分 TN 健の成

-
老
人
健
康
診
査

に
申
し
出
て
下
さ
い
。
ま
た
、
右

人
ク
ラ
ブ
未
結
成
地
区
の
人
、
地

区
名
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
い
な

い
人
は
、
保
護
課
窓
口
で
記
録
.
泉

を
受
取
り
受
診
し
て
下
さ
い
。

受
診
期
間
十
一
月
十
六
日

t
十

一
一
月
十
九
日
ま
で

受
診
医
療
機
関
地
区
老
人
ク
ラ

ブ
ご
と
に
指
定
さ
れ
た
医
院

(
保
護
課
)

老
人
の
健
民
保
持
と
福
祉
の
用

進
に
市
与
す
る
た
め
、
六
十
政
以

上
の
人
を
対
象
に
健
胤
診
査
を
行

い
ま
す
。

位
脱
診
査
を
希
望
す
る
人
で
、

地
区
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
い

る
人
は
会
長
あ
て
通
知
し
て
い
ま

す
の
で
、
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
人-台民

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
ム
(
υ

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)
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※ 

有
リ
ン
合
成
洗
剤
は
海
を
汚
し
ま
す

粉
石
け
ん
に
切
替
え
ま
し
ょ
う

講

座

-
中
央
公
民
館
の
各
種

教
室
へ
ど
う
ぞ

受
付
開
始
十
一
月
二
十
日

※
各
教
室
定
員
に
な
り
ま
し
た
ら

締
切
り
ま
す
。

申
込
方
法

電
話
で
中
央
公
民
館

(
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内

宮
④

1
2二
六
一
)
へ

受

講

料

無

料

(
教
材
費
は
実
費

を
い
た
だ
き
ま
す
)

「

l

小
倉
百
人
一
首
「
子
J

「
ど
も
か
る
た
教
室
」
L

失
わ
れ
ゆ
く

タ
か
る
た
'
(
小

倉
百
人

一
首
)
の
並
べ
方
、
と
り

方
、
あ
そ
び
方
を
学
ぶ
教
室
で
す

日
時
十
二
月
十
二
日
、
十
九
日

二
十
六
日
、
一
月
五
日

(
午
後

二
時

t
四
時
)

対
象
・
定
員
小
学
生
、
中
学
生

高
校
生
、
四
十
人

講
師
野
口
三
知
子
先
生
(
元
中

学
校
教
諭
)

、
お
正
月
料
理
の
作
り
J

r
方
教
室
(
日
本
料
理
)
L

手
づ
く
り
の
心
の
乙
も
っ
た
お

正
月
用
日
本
料
理
の
作
り
方
を
学

ぶ
教
室
で
す
。

日

時

十

二
月
九
日
、
十
日
(
午

前
九
時

t
午
後
四
時
)

対
象
・
定
員
成
人
、
四
十
人

材
料
費

一二
千
円

講
師
山
内
正
先
生
(
日
本
料
理

講
師
)

※
昼
食
は
携
行
不
要
で
す
。

-
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
講

習
会

大
村
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
は
ク

リ
ス
マ
ス
の
た
め
の
講
習
会
を
閣

催
し
ま
す
。

日

時

十

二

月
二
日
、
九
日
、
十

六
日
、
二
十
三
日
(
毎
週
水
曜

午
後
七
時

t
九
時
)

中
地
区
公
民
館

場
所

会
費

無
料

申
込
先
大
村
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

(久
富
曾
③

l
一
七
二
六
)

(
社
会
教
育
課
)

-
日
ミ
リ
映
写
機
操
作

技
術
認
定
講
習
会

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、

十
六
ミ
リ
映
写
機
の
操
作
技
術
認

定
講
習
会
を
開
き
ま
す
。
終
了
者

に
は
県
教
育
委
員
会
か
ら
「
技
術

認
定
証
-
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
乙

れ
が
あ
れ
ば
フ
ィ
ル
ム
、
映
写
機

を
無
料
で
使
え
ま
す
。
(
営
利
的

な
場
合
を
除
く
)

子
供
会
や
育
友
会
な
ど
の
活
動

天

正

遣

欧

少

年

使

節

。口l
マ
に
入
る

三
月
十
三
日
、
使
節
一

行
は

花
の
都
フ
ィ
レ
シ

ツ
ニ

を
出
発

し
、
い
よ
い
よ
こ
の
大
旅
行
の

最
終
目
的
地
で
あ
る
ロ

i
マ
へ

と
目
ざ
し
ま
し
た
。
日
数
に
し

て
約
十
日
間
の
道
の
り
で
し
た

ロ
ー
マ
の
バ
チ
カ
ン
宮
殿
に

は

タ東
洋
の
四
少
年

ロ
!
?
山

間
4

の
知
ら
せ
は
既
に
も
た
ら

@
記
録
⑧ 

の
指
示
が
イ
エ
ズ
ス
会
本
部
に

も
た
ら
さ
れ
、

少
年
達
の
渡
欧

の
目
的
は
キ
リ
ス
ト
教
社
会
に

感
動
し
て
帰
る
乙
と
が
第

一
で

あ
っ
て
、
必
要
以
上
の
接
待
歓

迎
を
し
な
い
よ
う
に
と
厳
し
く

成
め
ら
れ
て
い
た
の
で
し
た
。

時
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
十
三
世
も

少
年
達
の
待
過
に
は
苦
慮
さ
れ

急
伎
を
派
遣
し
て
彼
ら
が
携
え

て
ロ

l
マ
に
持

っ
て
き
て
い
た

九
州
三
侯
の
書
状
の
等
し
を
あ

こ

ら

か

じ

め

取

り

寄
せ
、
処
過
の

闇
し

程
度
を
判
断
す
る
程
で
し
た
。

一
間
給
そ
の
結
果
、
「
イ
エ
ズ
ス
会
の

田
中
ズ
私
情
よ
り
も
、
教
会
の
公
の
名

目
在
エ

:ι

国
滞
U

ン
誉
を
先
ん
じ
る
」
と
考
え
、
一

一
マ
部
国
を
代
表
す
る
王
字
と
し
て
、

田
一
本

-
泊
喰
神
聖
ロ

l
マ
皇
俗
、
フ
ラ
ン
ス

圃

4
U
3

一
年
ズ
国
王
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
闘
の

-
少
エ

.
四
イ

国
王
同
様
に
、
バ
チ
カ
ン
宮
殿

タハ恰王
の
間
'
で
ロ

i
マ
教
皇

さ
れ
、
そ
れ
を
迎
え
る
百
般
に

あ
っ
て
は
、
少
年
達
を
ど
の
程

度
の
待
迎
で
接
待
す
る
か
が
、

ち
ょ

っ
と
し
た
課
題
で
し
た
。

日
本
を
代
表
す
る
王
子
と
し
て

も
て
な
す
べ
き
な
の
か
、
あ
る

い
は

一
方
に
お
い
て
、

途
中
イ

ン
ド
の

コ
ア
に
伐
留
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
ヴ

ァ
リ

ニ
ア
l
ノ
か

ら
は
、

少
年
達
に
関
す
る
種
々

に
大
変
効
果
的
で
す
。

日
時
十
二
月
一
目
、
二
日
〔
午

後
六
時

t
九
時
)

場

所

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

定

員

四

十

人

受

講

料

無

料

申
込
方
法

電
話
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
(
曾
④
|
一二

一ムハ

一
)
へ
※
定
員
に
な
り
し
だ

に
謁
見
す
る
乙
と
が
決
定
し
た

の
で
す
。

こ
の
決
定
が
下
り
、
少
年
達

が
ロ

1
7
教
皇
領
に
入
る
と
、

す
ぐ
に
騎
兵
二
筒
中
隊
(
三
百

人
)
を
派
遣
し
、
そ
の
身
の
回

り
を
替
固
す
る
程
で
し
た
。
と

い
う
の
は
、
こ
の
教
会
領
は
、

当
時
二
万
七
千
人
も
の
強
盗
が

ひ
そ
み
、
旅
行
は
甚
だ
危
険
で

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
も
う
こ
の

頃
に
は
、
少
年
達
は
ロ

l
マ
ま

で
あ
と
一
日
と
近
づ
い
て
い
ま

し
た
。一

五
八
五
年
三
月
二
十
二
日

(
天
正
十
三
年
二
月
二
十
二
日
)

あ
こ
が
れ
の
ロ

l
マ
に
到
着
し

イ
エ
ズ
ス
会
本
部
で
あ
『
た
ジ

ェ
ズ
教
会
に
旅
装
を
解
い
た
の

で
し
た
。
長
崎
の
港
を
出
て
か

ら
、
実
に
丸
三
年
の
歳
月
が
流

れ
て
い
ま
し
た
。

い
締
切
り
ま
す
。
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募

集

-
保
育
所
入
所
児
童

昭
和
五
十
七
年
度
の
保
育
所
入

所
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

保
育
所
名
〔
公
立
〕
池
田
、
中

央
、
三
城
、
竹
松
、
本
町

〔
私
立
〕

萱
瀬、

植
松、

妙
宣

寺
、
久
原
、
三
浦
、
松
原
、
わ

か
ば
、
常
盤
‘
目天
天
宮
、
諏
訪

か
た
ま
ち
、
新
城

桜
馬
場、

一

叩

大
村
市
議
会

一

一

止

十

に
お
き
ま
し
て
一

一

廃

一

は
新
生
活
運
一

一

礼

一

動
推
進
の
一
つ
一

一

虚

一

と
し
て
、

虚
礼
一

一

で

廃
止
に
つ
い
て
一

ム寓

一

一

一

ぜ

ト

話
し
合
い
、
年
一

M

N

H

U

詞

J

酌

一

.
1
川

一

賀
状
並
び
に
暑
一

-
4
1

~

-

一

一
一

中
見
舞
状
の
自
一

一
粛
を
申
し
合
せ
廃
止
す
る
乙
一

一
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
市
一

一
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
で
も
一

一
乙
の
趣
旨
を
ど
理
解
の
上
ど
一

一
協
力
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願

一

一

い

い

た

し

ま

す

。

一

F

・
1
・
1
・
1
t
、
・
1
・
1
・
1
・
!
・
!
・
!
t
L

/
-
¥
 

・×・
¥
・
/

ふ
る
ま
ち
、
鈴
田
、
ひ
ま
わ
り

入
所
資
格
①
母
親
が
い
つ
も
働

い
て
い
る
も
の
⑨
母
親
が
い

な
い
家
庭

③
母
親
が
出
産
、

病
気
、
心
身
障
害
者
で
あ
る
と

き

④
母
親
が
い
つ
も
病
人
や

心
身
障
害
者
の
看
護
に
あ
た
っ

て
い
る
と
き

⑤
家
庭
の
災
害

に
よ
る
と
き
⑤
そ
の
他
(
申

請
書
裏
面
を
参
照
)

対

象

各

保
育
所
と
も
一

歳
児

t

一
五
歳
児
ま
で
(
ふ
る
ま
ち
保
育

園
は
六
カ
月
以
上
三
歳
未
満
児

の
み
〉

保
育
料

年
齢
別

(
三
歳
未
満
児

三
歳
児
、
四
歳
以
上
児
)
に
よ

り
そ
の
世
帯
の
税
額
に
よ
っ
て

決
め
ら
れ
た
保
育
料
を
毎
月
納

入
受
付
期
間
十
二
月
一
日

t
二
十

五
日
ま
で

提
出
先
・
問
合
せ
先
福
祉
課

※
申
請
書
は
必
ず
保
護
者
が
直

接
持
参
し
て
下
さ
い
。
※
申

請
書
は
福
祉
課
と
各
保
育
所
に

あ
り
ま
す
。

(福
祉
課
)

-
自
衛
隊
生
徒

資

格

中

卒

(
見
込
)
で
十
七
歳

未
満

受
付
期
間
十
二
月
十
九
日
ま
で

試
験
一
月
五
日
、

諌
早
商
工
会

一

国

際

障

害

者

年

広

く

知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

機
器

V
補
装
具
及
び
自
助

一

一

s完
全
参
加
と
平
等

S

開
催
さ
れ
ま
す
。

具

(特
殊
な
ス
プ
ー

ン
、

フ

一

期
間
・
場
所

V
十
二
月
四
日

ォ
i
ク、

浴
室
用
品
、
補
装

一

ー
六
日
(
午
前
九
時
I
午
後

具

)

V

病
室
用
品
や
遊
具

一

一

ご

存

じ

で

す

か

五
時
)
長
崎
市
民
会
館

V

V

関
連
図
書
そ
の
他

一

十
二
月
九
日

l
十
一
日
(
午
併
設
相
談
コ
ー
ナ
ー

各
分
野

一

。
第
1
回

福

祉

機

器

展

前

九

時

t
午
後
五
時
)
県
北

の

専
門
家
に
よ
る
相
談

コ
l

-

一

、

M
gニ

会
館

(佐
世
保
市

)

ナ

ー

を

設
置

一

一

F
亘

在

宅

の

老

人

、

身

体

障
害
者

出

品

機

器

T
lム
リ

ハ
ビ

年
金
関
係
、
就
労
問
題
、
健

一

一

E

開
V
穴

病
人
や
介
護
人
の
生
活
改
善
の

リ

テ
l
シ
ヨ
ン
機
器

V
日

康
と
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン

一

も

、

司

-

た

め

開

発
さ
れ
た
福
祉
機
器
を

常
生
活
に
必
要
な
介
護
用
品

一

一

4
可

、

司

『

-

一グ、

0

0

0

0

一

一

近

年

、

障
害
者
問
題
は
国
際

て
、
自
主
性

・
創
造
性
と
い
っ

服
へ

の
努
力
と
、

そ
の
援
助
体
社
会
が
障
害
者

・
老
人
な

ど

に

一

一
的
な
問
題
と
し
て
広
く
論
議

さ

た

能
動
的
な
面
が
強
調
さ
れ
る

制
の
整
備
で
す
が
、
基
本
的
な

と

っ

て

利
用
し
や
す
く
す
る

こ

一

一
れ
る
よ
う
に
な
り
、
本
年
は
国

障

害

者

像

に
変
り
つ

つ
あ
る
と
こ
と
は
、

健
常
者
と
障
害
者
が

と
は
、

社
会
全
体
に
と
っ
て
刺
一

一

際
障
害
者
年
と
し
て
世
界
的
に
い
う
乙
と
で
す
。

自
然
な
形
で
助
け
合
い
な
が
ら

益
と
な
る
も
の

で

す

。

一

一
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

国
際
障
害
者
年
の
目
的
は
、

生

き

て

い
く
社
会
の
実
現
で、

国
際
障
害
者
年
が
目
標
と

す

一

一

乙

の

国
際
的
な
潮
流
は、

障

障

害

を
持
つ
人
の
社
会

へ
の
完

障

害

者

を
し
め
だ
す
社
会
は
弱

る
地
域
社
会
の
実
現
に
は
、
地
一

一

害
を
持
つ
人
々
が
、
市
民

と

し

国

際

障

害

者

年

ま

域
の
自
主
性

・

1性
の
展
開

一

て
ノ
ー
マ
ル
な
生
活
を
営
む
こ

l

-

が
望
ま
れ
ま
す

一
と
が
で
き
る
よ
う
な
諸
権
利
を

地

域

社

会

の

実

現

む
し
ろ
こ
れ
か
ら
が、

国
際

一

障
害
者
年
の
目
標
と
す
る
地
域

一

一

具
体
的
に
保
障
す
る
施
策
の
確

全

参

加

と
平
等
と
い
う
目
標
の

く
て
も
ろ
い
社
会
で
す
。

社
会
実
現
へ

の
出
発
で
は
な
い

一

一

立

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

実
現
を
促
進
す
る
と
い
う
こ
と

私
た
ち
は、

障
害
者
問
題
を

で
し
ょ
う
か
。

一

一

す

な

わ
ち
、
従
来
の
福
祉
サ

に
あ
り
ま
す
。

社
会
全
体
の
問
題
と
し
て
考
え

一

大
村
パ

l
ル
ハ
イ
ム

山

一

l
ピ
ス
の
単
な
る
受
給
者
と
い

目
標
達
成
の
第

一
条
件
は
、

る
べ
き
で
あ
っ

て、

個
別
な
特

山

下

登

一

一

う

受
け
身
の
障
害
者
像
か
ら
、

い
う
ま
で
も
な
く
、
障
害
を
持

殊

問

題

と
し
て
取
り
扱
っ
て
は

一

平
等
の
権
利
を
持
つ
市
民
と
し
っ
て
い
る
人
自
身
の
障
害
の
克

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

地
域

一

議
所

採
用
後
の
待
遇

務
員
、
月
給
は
約
九
万
円
、

将

来
は
約
四
年
後
高
卒
資
格
、
三

務
所

(
富
②
|
六
一二

七
)

(市
民
課
)

身
分
は
国
家
公

曹

(下
士
官
)
任
命

問
合
せ
先

自
衛
隊
大
村
募
集
事

天
正
遣
欧
少
年
使
節
顕
彰
事
業
に
浄
財
を
ノ

(
事
務
局
・
大
村
商
工
会
議
所
で
受
付
け
て
い
ま
す
)
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『
ご

も

よ

お

し

み

-
第
フ
回
市
農
林
水
産

ま
つ
り

市
内
の
農
林
漁
業
者
が
相
互
理

解
と
強
固
な
連
帯
意
識
を
盛
り
上

げ
、
更
に
地
域
住
民
に
深
い
理
解

と
協
力
を
求
め
な
が
ら
第
一
次
産

業
従
事
者
の
地
位
の
向
上
と
暮
ら

し
の
安
定
を
図
り
、
か
つ
地
域
社

会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
十
二
月
五
日
、
六
日

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

周
辺

りおお -む市政だより(7) 

12月の定例相談日『

市民相談コーナー (広報公聴課) で

すべて無料で行っています。お気軽に

ご相談下さい。

00日， 9:3U--12:00)談相政.行
Lコ

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

内
容

農
林
水
産
物
の
品
評
会、

展
示
即
売
会
、
畜
産
共
進
会
、

生
活
展
、
児
童
作
品
展
、
実
物

01日， 9:30--12:00) 

Os日， 10:00""'15:00)

(23臼，10:00--15:00)

(22日， 10:00--15:00) 

吾-k
語尾

.厚生・国民年金相談

談

.交通事故相談

相

相

記

律

.登

.法

(25日， 13: 00--16: 00) 

※人権相談は10日、 10:00--15:00福祉センターで
行います.

警'1<
叫尺相産動-不

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

-つ町内総出で祝

鑑
定
競
技
、
農
業
共
済
相
談
、

お
に
ぎ
り
コ
ン
ク
ー
ル
、
即
売

コ
ー
ナ
ー

圃
;由

(農
林
水
産
課
)

絵

展

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
一
階

ロ
ビ
ー
に
東
光
会
の
県
展
入
選
作

品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

お
楽
し
み
下
さ
い
。

出
口
問
者
寺
崎
喜
久
雄
、
菅
野
正

人
、
藤
井
景
美
、
村
上
善

一
郎

〈
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
)

-
大
村
子
ど
も
劇
場

第
引
回
例
会

日
時
十
一
月
二
十
三
日
、
午
後

二
時
か
ら

場
所
市
民
会
館

今山で大権言を改築

松原の今山郷 〈長岡亀雄町内会長)で

は、このほど熊野大権言を改築、町内総

で、乙のほど浄財が集り改築されたもの

出で祝いました。乙の大権言は、古くか

ら郷民の守護神として祭られているもの

内

容

舞

台

劇

「
森
は
生
き
て
い

る」

閉
会
せ
先
大
村
子
ど
も
劇
場
事

務
局
(
宮

@
l七
O
六
三
)

(
社
会
教
育
課
)

-
大
村
・
諌
早
市
民
劇

場

日
時
十
二
月
十
六
日
、
午
後
六

時
十
五
分
開
演

場
所
市
民
会
館

内
容

劇
団
新
人
会
公
演
「
深
川

安
楽
亭
」

問
合
せ
先
大
村
・
諌
早
市
民
劇

場
(
雷
③
|
三
七
二
九
)

〈
社
会
教
育
課
)

-
時
局
講
演
会

日
時

十
一
月
二
十
四
日
、
午
後

定
め
ら
れ
た
場
所
に

二
時

場
所
市
農
協
会
館

演
題

戦
略
物
資
と
し
て
の
食
糧

問
題
と
日
本
の
対
応

講
師

武
田
邦
太
郎
先
生

(新
農

政
研
究
所
長
、
産
業
構
造
審
議

会
委
員
、

農
林
大
臣
顧
問
)

入
場
料

無
料

主

催

大

村

市
国
民
外
交
友
の
会

(
社
会
教
育
課
)

です。

E 

(i司

祭

• 園

日
時
十
一
月
二
十
一
日
、
二
十

一一
日

場

所

大

村

園
芸
高
校

内
容

V
農
業
、
園
芸
、
造
園
、

家
庭
、
文
化
、

料
学
に
関
す
る

展
示

V
農
産
物
の
即
売
H

野

菜
、
草
花
、

鉢
物
、
盆
栽
、
植

木
(
学
校
生
産
物、

同
窓
会、

育
友
会
の
賛
助
出
品
)

V

各

種
催
し
H
講
演
、
音
楽
会
、
パ

ザ

l
、
餅
つ
き
な
ど

V
造
園

見
本
の
展
示
即
売

-
海
上
自
衛
隊
大
村
航

空
基
地
開
隊
釘
周
年

記
念
行
事

日
時
十
一
月
二
十
九
日
(
日
)

午
前
十
時

l
午
後
三
時

場
所
大
村
航
空
基
地
格
納
庫
前

駐
機
場

内
容
記
念
式
典
、

編
隊
飛
行、

航
空
機
展
示
、
装
備
品
展
示
、

作
品
な
ど
の
展
示
、
模
擬
居
、

音
楽
隊
演
奏

-
ス
ポ

':1 

-
第
引
回
市
少
年
剣
道

大
会十

二
月
六
日

(
日
)

市
民
体
育
館

団
体
戦
、
個
人
戦
、
紅
白

日
時

場
所

種
目戦

申
込
方
法
十
一

月
二
十
四
日
ま

で
に
体
育
課
へ

主

催

市

教
育
委
員
会

主

管

市

剣
道
協
会

(
体
育
課
)

-
第
叩
回
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
成
績

十
月
十
七
日
、
十
八
日
の
両
日

市
民
体
育
館
な
ど
で
市
教
育
委
員

会
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

〔
男
子
〕

参
加
十
七
チ

i
ム

①
松
原
浦
②
久
津
寺
本
③
泉
子
ど

も
会
、
鬼
橋

〔
女
子
〕
参
加
二
十
九
チ

l
ム

①
琴
湖
B
②
今
富
③
乾
馬
場
、
池

田
新
町



(8) 

そ

の

他

り

-
国
民
年
金
の
年
間
保

険
料
の
納
付
済
証
明

(
年
末
調
整
用
)
の

発
行
に
つ
い
て

おおむ

所
得
税
の
年
末
調
整
に
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
済
証
明
書
の
発

行
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
昭

和
五
十
五
年
度
か
五
十
六
年
度
の

領
収
書
を
ど
持
参
下
さ
い
。

な
お
、
領
収
書
を
な
く
さ
れ
た

り
し
て
、
お
持
ち
で
な
い
と
き
は

市政だより

一

暖

房

時

の

コ

タ

ツ

の

下

に

マ

ッ

ト

を

蚊

一

一
室
内
温
度
は
印
度
に
き
ま
し
ょ
う
。
コ
タ
ツ
掛
も
厚
一

手
で
大
き
め
の
も
の
を
使
う
と
一

一

暖

房

時

の

室

内

温

度

は

、

十

-

一

保
温
効
果
が
良
く
、
問
費
電
力
一

一

主

)

八

度

以

上

町

一

四
日
〓

ソ
/

こ

F
フ
よ
も
少
な
く
て
す
み
ま
す
。
一

-

百
四
寸
寸
広
ノ

y
u
t
p
f

ゾ
ド
ユ
男
ぷ
J
1
Jド
v
D
ニ

乙

'

♂
ザ
旬
以
払

い

よ

う

暖

房

機

器

は

、

窓

側

な

と

冷

一

一

F
R一

ま
め
に
調
気
が
入
っ
て
く
る
と
こ
ろ
に
お
一

一

滞

Z
J
だ
ん
ご

節
し
ま
し
く
と
空
気
の
対
流
に
よ
っ
て
効
一

一

q
t
j
ょ
う
。
果
的
な
暖
房
が
で
き
ま
す
。
一

ど
本
人
の
年
金
の
記
号
番
号
を
係

員
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

(
保
険
年
金
課
)

-
造
林
申
請
、
間
伐
作

業
の
申
込
み
を

本
年
も
植
林
、
間
伐
の
時
期
が

近
ま
り
ま
し
た
が
、
森
林
組
合
で

は
受
付
け
を
行
い
ま
す
の
で
、
円
十

目
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

〔
造
林
申
請
〕

申
請
書
に
造
林
地
の
字
、
地
番

樹
種
、
本
数
を
記
入
し
申
込
ん
で

下
さ
い
。
十
ア
ー
ル
以
上
の
植
林

に
つ
い
て
は
補
助
金
が
交
付
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
申
込
み
の
際
に
印

か
ん
、
白
木
一
本
当
り
二
十
円
の

予
納
金
を
ど
持
参
下
さ
い
。

〔
間
伐
促
進
対
策
事
業
〕

間
伐
で
価
値
あ
る
木
材
に
す
る

た
め
、
樹
令
十
六

I
二
十
五
年
生

を
対
象
に
今
年
か
ら
五
カ
年
間
実
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一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

マ

八

坂

久

雄

(

原

口

町

)

慈

悲

一

荘

へ

三

千

円

一

図

書

館

・

史

料

館

へ

へ

歌

謡

慰

問

マ

三

水

会

(

西

清

和

圏

へ

一

一

香

典

返

し

'

敬
称
略
マ
久
田
松
四
郎
衛
(
一
一
一
城
町
)
本
町
・
代
表
中
尾
義
夫
)
慈
恵
マ
高
木
武
雄
(
坂
口
町
)
カ
ス
一

百

万

円

荘

へ

春

雨

料

理

百

二

十

人

分

テ

ラ

六

キ

ロ

、

丸

ポ

l
ロ
百
個
一

一
社
会
福
祉
協
議
会
へ

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ
マ
高
木
武
雄
(
坂
口
町
)
必
忠

チ
リ
紙
八
し
め
マ
以
口
老
人
一

一
マ
田
中
武
司
朗
(
中
岳
部
・
亡
マ
射
場
マ
ツ
エ
(
宮
小
路
二
丁
荘
へ
チ
リ
紙
七
千
枚
、
ヵ
ス
テ
ク
ラ
ブ
長
生
会
(
代
表
松
添
距
一

一
妻
ヒ
サ
エ
)
五
万
円
マ
川
崎
目
)
一
万
八
千
九
百
二
十
円
ラ
六
キ
ロ
マ
出
口
ウ
タ
(
小
夫
)
タ
オ
ル
七
十
七
枚
マ
中
一

一
タ
エ
子
(
今
村
郷
・
て
母
ツ
ゾ
)
マ
横
田
空
(
池
田
一
丁
目
)
金
路
口
町
)
慈
恵
荘
へ
キ
ュ
ウ
リ
央
婦
人
会
(
松
井
良
子
ほ
か
四
一

一

一

万

円

マ

桑

原

博

(

沖

田

郷

一

封

八

キ

ロ

、

漬

物

三

キ

ロ

マ

永

十

六

人

)

運

動

会

応

促

慰

問

一

一
・
亡
母
サ
ク
〉
五
万
円
マ
杉
社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託
剖
ま
ん
じ
み
う
本
舗
(
代
表
永
マ
森
九
州
男
(
上
久
原
)
蜂
密
一

一
本
マ
サ
子
(
竹
松
本
町
・
亡
夫
マ
田
中
多
計
穂
(
長
崎
市
)
交
測
吉
高
)
慈
恵
荘
へ
も
ち
百
個
十
八
リ
ッ
ト
ル
マ
岩
谷
忠
次
一

一

虎

吉

)

十

万

円

通

遺

児

へ

一

一

千

円

マ

三

域

乙

マ

岩

永

光

生

(

西

本

町

)

慈

恵

(

大

村

ゲ

l
ト
ボ
l
ル
協
会
理
一

一

一

態

寄

付

敬

称

略

ど

も

だ

い

こ

H
慈
恵
荘
へ
慰
問
荘
へ
菓
子
百
個
マ
山
口
ス
ミ
事
)
ゲ
l
ト

ボ

ー

ル

指

導

一

マ
大
村
カ
ラ
オ
ケ
会
H

慈

恵

荘

(

水

田

町

)

慈

恵

荘

へ

十

万

円

一

施
さ
れ
ま
す
。
対
象
に
な
る
方
は

よ
い
機
会
で
す
。
早
目
に
お
申
込

み
下
さ
い
。
な
お
、
十
ア
ー
ル
以

上
の
間
伐
を
森
林
組
合
に
委
託
す

る
と
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

受
付
期
間
十
二
月
二
十
五
日
ま

で
受
付
場
所

務
所

大
村
市
森
林
組
合
事

(
農
林
水
産
課
)

-
源
泉
所
得
税
の
年
末

調
整
説
明
会

諌
早
税
務
持
で
は
、
源
泉
所
得

税
の
年
末
調
整
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
該
当
日
に
ご
出
席
下

さ
い
。
な
お
、
出
席
の
案
内
は
ハ

ガ
キ
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。

日
時
・
場
所
・
対
象

マ
十
一
月
二
十
六
日
、
午
後
二
時

か
ら
、
市
氏
会
館
、
源
泉
徴
収

義
務
者

マ
十
一
月
二
十
七
日
、
午
前
十
時

か
ら
、
商
工
会
議
所
、
法
人
会

加
入
の
源
泉
徴
収
義
務
者

(
税
務
課
)

-
電
報
電
話
局
に
も
住

所
変
更
届
を

こ
の
ほ
ど
大
村
地
区
の
一
部
で

町
名
町
界
整
理
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
変
更
届
(
電
話
番
号
、
加
入

者
名
、
新
住
所
)
を
大
村
電
報
電

~め I I月は富民塁康弘義;32;の納期です;

叫勺点主υ 納期内に納めましよう 1 

; 温匹 (??説??付書は) 税務課)

話
局
(
水
主
町
二
丁
目
六

O
九

!

二
)
に
も
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
・

(
商
工
観
光
課
〉
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